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編集後記 
今回は、平成 26 年度人文科学研究所総合研究旅行の特集号でした。本号の最初に旅程の説
明がありますが、そこにもあったように今総合研究は話題も苦労も多い旅となりました。しか
し、それだからこそ予定外のところで予定外の発見があったり、参加者それぞれが研究の面で
もそれ以外でも成果があったようです。 
特集号１回めの今回は、伊藤剛史先生と櫻井文子先生に、ご執筆いただきました。伊藤剛史
先生は、『近代科学の「周縁」 19 世紀イギリスにおけるジェントルマン科学と気功順化』で、
ロンドン動物学協会とその周縁で進められた動物の「気候順化」について議論し、インドから
も多数の動物が寄贈されたこと、それはその後インドの動物園建設や動物学研究に発展して
いったことを紹介してくださいました。櫻井文子先生は、『インドの博物館に見る歴史的展示空
間の残存 コルカタとパトナを例に』で、コルカタのインド博物館、パトナ博物館の自然誌セ
クションを例に、展示されている標本の種類や展示方法、展示室のレイアウトなどを歴史的な
視点から考察し、新旧の空間が入り混じるコルカタの展示室でも、その展示空間はヨーロッパ
のものと、標本の作成、配置、博物館の設計なども含め共有しているものがあることを見出さ
れています。薄暗い博物館でややカビ臭い感じもする動物の剥製などを、目をキラキラさせて
写真に収めていたお二人が、まだ記憶に新しいのですが、あのキラキラの背景はこれであった
のかと納得いくものがあり、興味深く読ませていただきました。 
また今回は、内藤雅雄先生に、『コルカタ雑感』をご寄稿いただきました。内藤先生が今回の
旅で自分の目で確認してみたいことがいくつかお持ちだったこと、実際に確認できたことやそ
こから考えられたことなどを紹介、解説してくださり、もっとお話を聞きたい気持ちにさせら
れました。機会がありましたらぜひ伺わせてください。 
（N. T.） 
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